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一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
で
は
、
二
〇
二
四

年
十
月
十
二
日（
土
）か
ら
十
一
月
二
四
日（
日
）ま
で
、

芸
術
家
・
武
井
武
雄
の
創
作
世
界
の
全
貌
を
紹
介
す

る
「
生
誕
130
年
武
井
武
雄
展
〜
幻
想
の
世
界
へ
よ
う

こ
そ
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
心
に
触
れ

る
絵
の
創
造
を
目
指
し
た
武
井
武
雄
は
、
一
般
に
「
童

画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
版
画
・
刊
本

作
品
・
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
に
お
け
る
仕
事
・
創
作
玩

具
な
ど
、
活
躍
分
野
は
多
岐
に
渡
り
、
魅
力
溢
れ
る

作
品
を
数
多
く
残
し
ま
し
た
。

　
武
井
武
雄
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
、
長
野

県
諏
訪
郡
平
野
村
（
現
在
の
岡
谷
市
）
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
中
学
時
代
に
は
、
友
人
た
ち
と
絵
画
研
究
会

を
結
成
し
、
美
術
雑
誌
や
文
芸
雑
誌
な
ど
を
通
読
す

る
な
ど
、
美
術
や
文
学
に
触
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
十
九
歳
で
単
身
上
京
し
、
の
ち
に
三
岸
節
子
も
師

事
し
た
洋
画
家
・
岡
田
三
郎
助
が
設
立
し
た
本
郷
洋

画
研
究
所
で
絵
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
美
術

学
校
（
現
･
東
京
藝
術
大
学
）
の
西
洋
画
科
に
入
学
し
、

黒
田
清
輝
、
藤
島
武
二
ら
に
師
事
し
ま
し
た
。

　
卒
業
後
、
絵
雑
誌
『
子
供
之
友
』
な
ど
に
子
ど
も

向
け
の
絵
を
描
き
始
め
ま
す
。
大
正
期
、
印
刷
技
術

の
発
達
に
伴
い
、
児
童
向
け
雑
誌
は
大
き
く
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
武
井
は
当
時
の
こ
ど
も

向
け
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
絵
が
、
童
話
の
添
え
物
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。「
こ
ど
も

に
は
本
物
の
芸
術
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
ふ
れ
、
童
画
家
と
し
て
の
道
を
歩
む

こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
武
井
は
絵
本
雑
誌
『
コ
ド
モ

ノ
ク
ニ
』
の
発
行
に
企
画
段
階
か
ら
携
わ
り
、
一
九

二
二
（
大
正
一
一
）
年
の
創
刊
号
【
図
１
】
で
は
、

表
紙
絵
と
題
字
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
ま
す
。
ユ
ニ
ー

ク
な
タ
イ
ト
ル
ロ
ゴ
と
絵
が
一
体
化
し
た
、
斬
新
で

芸
術
性
に
富
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
は
、
多
く
の
人

を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
三
岸
節
子
も
『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
の

表
紙
絵
を
手
が
け
て
い
ま
す
【
図
２
】。
自
身
も
三
人

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ê【
図
１
】『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』創
刊
号
1
9
2
2
年
1
月
号

　
東
京
社
　
イ
ル
フ
童
画
館
所
蔵
　
¬
岡
谷
市
／
イ
ル
フ
童
画
館

ê【
図
2
】『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』15
巻
11
号
　
1
9
3
6
年
9
月
号

　
当
館
所
蔵
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『
子
ど
も
の
本
の
世
界
展
　
20
世
紀
か
ら
21
世
紀
へ
の
贈
り

物
』（
神
奈
川
近
代
文
学
館
　
二
〇
〇
一
）

『
三
岸
節
子
と
装
丁
展
―
文
学
者
た
ち
と
の
交
流
―
』（
一

宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
　
二
〇
〇
六
）

『
描
か
れ
た
大
正
モ
ダ
ン
・
キ
ッ
ズ
　
婦
人
之
友
社
『
子
供

之
友
』
原
画
展
』（
刈
谷
市
美
術
館
・
板
橋
区
立
美
術
館

二
〇
一
六
）

『
イ
ル
フ
童
画
館
開
館
20
周
年
記
念
展
　
武
井
武
雄
ク
ロ
ニ

ク
ル
』（
イ
ル
フ
童
画
館
　
二
〇
一
八
）

別
冊
太
陽
新
版
『
武
井
武
雄
の
本
　
幻
想
世
界
の
マ
ル
チ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』（
平
凡
社
　
二
〇
二
四
）

の
子
を
育
て
る
母
親
で
あ
っ
た
節
子
。
こ
う
し
た
児

童
雑
誌
に
寄
せ
た
絵
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す

る
愛
情
や
優
し
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
次
々
に
児
童
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
る
な
か
、
武
井
は

当
時
の
印
刷
技
術
の
再
現
性
に
不
満
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
版
画
様
式
を
追
い

求
め
は
じ
め
ま
す
。
独
自
の
版
画
技
法
ま
で
発
明
し

た
武
井
は
、《
鳥
の
連
作
》【
図
３
】
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
抽
象
的
な
表
現
の
な
か
に
、
武
井
ら
し
い
童

画
の
要
素
が
含
ま
れ
た
、
高
い
芸
術
性
を
感
じ
さ
せ

る
作
品
を
生
み
だ
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
の
が
、「
本
造
り
」
で
し
た
。
武
井
に
よ
る
刊
本
作

品
は
様
式
・
絵
・
文
章
・
装
丁
・
製
函
・
ス
ト
ー
リ
ー

な
ど
全
て
自
身
が
手
が
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
総
合
芸

術
作
品
で
、
多
種
多
様
な
版
画
技
法
、
伝
統
工
芸
、

最
新
の
印
刷
技
術
な
ど
を
駆
使
し
て
作
ら
れ
、「
本
の

宝
石
」
と
も
い
わ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
の
心
を
知
る
た
め
に
始
め
た

郷
土
玩
具
の
収
集
は
、
や
が
て
ト
ラ
ン
プ
や
か
る
た

な
ど
の
玩
具
へ
の
創
作
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
に
日
本
童
画
家
協
会
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
は
、

毎
年
タ
ブ
ロ
ー
画
（
一
枚
で
物
語
が
完
結
し
て
い
る
絵
）

も
描
き
続
け
ま
し
た
。
武
井
独
特
の
大
胆
な
構
図
と
、

水
彩
と
ク
レ
ヨ
ン
を
巧
み
に
使
用
し
た
、
緻
密
な
描

写
が
印
象
的
な
《
星
曜
日
》【
図
４
】
も
、
代
表
作
の

ひ
と
つ
で
す
。

　「
真
に
子
ど
も
を
感
動
さ
せ
る
芸
術
と
は
何
か
？
」

を
考
え
、
飽
く
な
き
探
求
心
と
創
造
力
で
作
品
制
作

を
し
て
き
た
武
井
武
雄
。
稀
代
の
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
遺
し
た
数
々
の
作
品
た
ち
は
、
い
ま
も
な
お

私
た
ち
を
魅
了
し
続
け
て
い
ま
す
。

（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
学
芸
員
　

丹
野
 
汀
）

▲【図4】武井武雄《星曜日》1965年　水彩、クレヨン
　 イルフ童画館所蔵　¬岡谷市／イルフ童画館
▲【図4】武井武雄《星曜日》1965年　水彩、クレヨン
　 イルフ童画館所蔵　¬岡谷市／イルフ童画館

▲【図3】武井武雄《鳥の連作№7》　1969年　木版画
　イルフ童画館所蔵©¬岡谷市／イルフ童画館
▲【図3】武井武雄《鳥の連作№7》　1969年　木版画
　イルフ童画館所蔵©¬岡谷市／イルフ童画館
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「
こ
の
曲
、
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
で
や
っ
て
る
曲
だ
よ
。」

　

保
育
園
の
頃
、
私
は
近
所
の
方
に
も

ら
っ
た
小
さ
な
お
も
ち
ゃ
の
ピ
ア
ノ
で
、

テ
レ
ビ
で
流
れ
る
曲
を
真
似
し
て
弾
い

て
、
家
族
に
聴
か
せ
て
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
家
は
兼
業
農
家
で
、
家
族
は
音

楽
と
は
無
縁
の
世
界
。
そ
れ
な
の
に
、

な
ぜ
か
私
だ
け
音
楽
に
興
味
を
持
ち
、

弾
く
こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
く
て
。
そ

れ
が
私
と
音
楽
の
最
初
の
出
会
い
で
し

た
。

　

音
楽
は
と
て
も
長
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
が
、
人
間
の
生
活
に
お
い
て
も
、
と

て
も
身
近
で
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
と
思

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
音
楽
を
一
日
耳

に
し
な
い
方
は
お
ら
れ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
音
楽
は
、
字
の
如
く

音
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
で
、
人
の
心

を
動
か
し
、
気
持
ち
を
高
め
た
り
静
め

た
り
、
ま
た
昔
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
て

く
れ
た
り
も
し
ま
す
。

　

大
学
時
代
、
音
楽
療
法
を
勉
強
し
て

い
た
チ
ェ
ロ
を
弾
く
同
級
生
と
一
緒
に
、

毎
週
木
曜
日
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
慰
問

演
奏
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
歌
謡
や
童
謡
唱
歌
を
演
奏
し
た
り
、

起
き
る
こ
と
の
出
来
な
い
患
者
さ
ん
へ

は
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
演
奏
し
た
り
。

あ
る
患
者
さ
ん
が
、
「
音
楽
で
故
郷
の

青
森
を
思
い
出
し
て
、
病
気
の
痛
み
を

忘
れ
ら
れ
た
よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
音
楽
は
心
と
体
を
癒

す
力
が
あ
る
の
だ
と
身
を
も
っ
て
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
は
、
私
の
音
楽

に
対
す
る
考
え
方
や
捉
え
方
を
大
き
く

変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
が
一
宮
音
楽
家
協
会
に
出
会
っ
た

の
も
、
ち
ょ
う
ど
緩
和
ケ
ア
で
演
奏
し

て
い
た
頃
で
す
。
緩
和
ケ
ア
の
経
験
を

生
か
し
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
一
宮

市
を
、
音
楽
で
あ
ふ
れ
る
街
に
し
た
い

と
常
に
思
い
な
が
ら
現
在
も
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
に
一
宮

音
楽
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
平
成
五

年
に
現
在
の
一
宮
音
楽
家
協
会
と
な
り

ま
し
た
。
昨
年
、
お
か
げ
さ
ま
で
五
十

回
の
記
念
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
音
楽
を
愛
し
て

く
だ
さ
る
皆
様
方
の
応
援
の
お
か
げ
で

す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
今
も
当
会
を
引

っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
久
野
以
早

夫
先
生
や
小
島 

子
先
生
を
は
じ
め
、

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
こ

と
も
取
り
入
れ
て
、
共
に
音
を
楽
し
む

時
間
を
共
有
で
き
る
場
を
増
や
し
、
よ

り
よ
い
一
宮
市
の
芸
術
文
化
の
発
展
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
私
と
音
楽
」

　
　
　
　

〜
音
楽
が
紡
い
で
く
れ
た
様
々
な
出
会
い
〜

　
　

声
楽
・
合
唱
部
門　

一
宮
音
楽
家
協
会　

柴
山　

友
佳

エッセイ 

第４９回定期演奏会の集合写真（２０２２）

第50回記念
一宮音楽家協会定期演奏会
プログラム（２０２３）

定期演奏会の様子（２０２２）
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月　

日
∂
、
愛
知
県
文
化
協
会
連

１０

２０

合
会
西
尾
張
部
芸
能
大
会
が
、
名
古
屋

文
理
大
学
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
稲
沢
市

民
会
館
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

協
会
か
ら
は
、
吟
道
関
心
流
愛
知
県
本

部
真
和
支
部
（
吟
剣
詩
舞
）
の
皆
様
が

出
演
さ
れ
、
特

別
企
画
ミ
ニ
構

成
吟
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち

に
よ
る
力
強
く

雄
麗
な
詩
吟
に
、

会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∏
〜
２
４
日
∂
、
愛
知
県

１１

１９

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
第　

回
愛

４９

知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
の
出
品
作
品
も
会
場
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
∂
、
蒲
郡
市
民
会
館
を
会

１０

１３

場
に
、
愛
知
県
民
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
と
蒲
郡

市
文
化
協
会
の
ご
尽
力
に
よ
り
８
つ
の

文
化
協
会
の
皆
様
が
設
席
を
さ
れ
、
当

日
は
の
べ
約
5
、
0
0
0
人
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
º
に
一
宮
市
民
会
館
で
開

１０

１９

催
し
、
開
場
前
か
ら
大
勢
の
方
に
お
並

び
い
た
だ
く
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

西
川
ヘ
レ
ン
さ
ん
の
幼
少
期
か
ら
大

家
族
を
切
り
盛
り
す
る
現
在
に
至
る
ま

で
の
、
ま
さ
に
「
人
生
ド
ラ
マ
」
を
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
口
ぶ
り
で
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
何
度
も
笑
い

が
起
き
、
来
場
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
あ

っ
と
い
う
間
の
時
間
だ
っ
た
」
と
好
評

の
お
声
を
い
た
だ
く
講
演
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
10
月
19
日
º
に「
い
ち
の
み
や

文
芸
２
０
２
４
」を
発
刊
し
ま
し
た
。

随
想
・
随
筆
、現
代
詩
、漢
詩
、短
歌
、

俳
句
、狂
俳
、川
柳
の
７
部
門
あ
わ

せ
て
２
１
３
名
の
方
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
１
、７
１
０
作
品
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、手
に
取
っ

て
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

　
価
格
は
１
冊
８
０
０
円
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
事
務
局(

市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
）ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。 

『
い
ち
の
み
や
文
芸
』を
発
刊 

西
尾
張
部
芸
能
大
会（
報
告
）

愛
知
県
民
茶
会（
報
告
）

第　

回
愛
知
県
文
連
美
術
展（
報
告
）

４９

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し

県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し 「仲良し組」 今井 彰二



【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
１
月　

日
º
・
２
月
８
日
º

１１

３
月
８
日
º　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ

１０

り
優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）２
７
１
６

７１

日
時
▼
１
月　

日
º
・　

日
º

１１

２５

　
　
　

２
月
８
日
º
・　

日
º

２２

　
　
　

３
月
８
日
º
・　

日
º

２２

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
第
５
会
議

室

内
容 
▼   
実
地
指
導（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
（
見
学
は
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月
９
日
∂

１２

３
月
９
日
∂　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実

作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

１９

１６

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
一
宮
市
民

俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月
末（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
、
参

加
希
望
日
・
当
季
雑
句
２

句（
初
参
加
の
方
は
希
望

者
の
み
）・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
参
加
経
験
の
有

無
を
記
入
の
上
、送
付（
〒

　
―　
　

本
庁
舎
生
涯
学

４９１

８５０１

習
課
）

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
１
月　

日
∏
・
２
月
４
日
∏

２１

　
　
　

３
月
４
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
作
り
方
の
指
導
を

は
じ
め
、
持
ち
寄
っ
た
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間

で
行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
１
月　

日
∂
・
２
月　

日
∂

２６

２３

３
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２３

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一

宮
川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の

３
日
前
ま
で
に
電
話
で
生

涯
学
習
課（
A（　

）７
０

８５

７
４
）

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）７
０
７
４

８５

日
時
▼
１
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
事
前
募
集
し
た
中
か
ら
互
選

に
よ
り
優
秀
作
を
表
彰
し
ま

す
。

参
加
料
▼　

円（
見
学
無
料
）

５００

申
込
み
▼
１
月
８
日
π
ま
で
に
ハ
ガ

キ
に
て
雑
詠
一
首
提
出

【
問
合
せ
先　
（
公
社
）中
部
日
本
書

道
会
一
宮
支
部
】

　

A　
―

４
２
６
５
―

６
０
９
８

０９０

日
時
▼
１
月　

日
∂

２６

午
後
４
時
〜
５
時　

分
３０

会
場
▼
一
宮
商
工
会
議
所

演
題
▼
本
阿
弥
光
悦
の
書
の
魅
力

講
師
▼
増
田
孝
さ
ん（
愛
知
東
邦
大

学
客
員
教
授
・
公
益
財
団
法

人
永
青
文
庫
評
議
員
）

入
場
料
▼
無
料（
一
般
聴
講
歓
迎
し
ま
す
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

令和6（2024）年12月　　いちのみやの芸術文化 8

［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 4　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
新
年
短
歌
大
会
』

『
令
和
˜
年
度（
公
社
）中
部
日

本
書
道
会
一
宮
支
部
講
演
会
』

e
本
誌
を
ご
覧
に
な
り
、
ご
意
見
、
ご
感

想
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

下
記
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』


